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２．対象・目的・内容
　兵庫県の主催する「兵庫県障害者のじぎくスポーツ大会」へ参加するための交通費等の経費を、身体障

年

害者福祉
協会に助成する。

事 業 概 要

　障害者（児）
事業の対象

（誰・何を）

　兵庫県障害者のじぎくスポーツ大会への参加を通じて、お互いの交流と親睦を深め、社会参加意欲の高揚と体力
事業の目的 の維持増進を図るとと

度

もに、自立更生に寄与する。
（どういう状態

にするために)

　兵庫県の主催する「兵庫県障害者のじぎくスポーツ大会」へ参加するための交通費等の経費を、身体障害者福祉
事業の内容 協会に助成する。

（どういう内容

を行

　

うのか)
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加意欲の高揚」がひとつの目標であるが、近年、若い世代や新規の参加者が少ないことが

評 課題である。ひとりでも多くの参加者を募るために、身体障害者協会の協力を得ながら更に効果的な募集方法を検

説 明 討されたい。

事

実績報告時に領収証のチェックを行うなどの使途の確認が必要である。

価 　バスの使用料が発生する場合も考慮し、受益者負担も視野に入れるとともに、将来的には事業を続けるのかも検
討する必要がある。

業の概要説明
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　競技及び全体の参加者も横ばい状態となっている。平成26、27年度は陸上競技において、総

　

合優勝をしている。
実績・成果 　参加者の多くは高齢者であるが、しっかりと体力を維持して参加している。

　スポーツ大会の日程の決定時期が遅く、地域に広くPRができないため、新規の参加者（若い世代）が増加して

当

い
等 の 説 明 ないという課題は残る。

６．評価
評 価 事業の優先度(緊急性) 5 事業の必要性 1 実施主体の妥当性 4

１ ポイント 直接のサービスの相手方 2 受益者負担の適切さ 1 市民ニーズの把握 3
事 業 の 継続実施

次 総合評価
　身

初

体障害者の社会参加の一つとして、またスポーツを通して体力を保つことを目的として実施していくことは必

評 要と考える。この事業において身体障害者協会の方からの声かけによる参集が多いことから身体障害者協会の協
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次 総合評価
　「身体障害者の社会参




